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町 の 人 口→ 

人 口 9,403人 （増29) 

男 4,486人 （増14) 

女 4,917人 （増15) 

世帯数 2,943世帯（増11) 

出生 9人 転入 75人 

死亡 6人 転出 49人 

(53年4 月末日現在） 
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53年 

= 

スポーツの祭典に3,000人 
 盛会だった第17回町民体育祭 

第17回町民体育祭（体協‘町教委主催）が五月晴れの5月14日（日）、河川敷グランドで盛 

大に挙行された。この日は町内23地区公民館から総勢3,000人が会場をうずめ、各種競技 

に選手も応援も-本となってケンランたる「春のスポーツ絵巻」 をくり展げた。とくに今 

年は3年ぶりの体育祭とあって、各地区公民館も積極的。メーンプログラム「地区対抗リ 

レー」では、レース毎に大熱戦が展開され、鐘・太鼓の声援が一段と体育祭の気分を盛り 

あげた。 （カットの標語は体育祭入選作品、上野四区・香月京子さん） 
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(3） 第185号 け 昭和53年6月1日 （2) し、 か
 

あ
 

報
 

広
 

第185号 

一
時
停
止
し
て
左
右
安
全
確
か
め
て
 

危
な
い
ク
 

踏
切
事
故
 

「
艦
解
警
」
 
6
月
5
日
ー
 25 

日まで 

国
鉄
で
は
、
み
な
さ
ん
の
生
命
と
鉄
 

道
の
事
故
を
な
く
す
た
め
、
六
月
五
日
 

か
ら
二
十
五
日
ま
で
「
鉄
道
の
事
故
を
 

な
く
す
運
動
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
 

昨
年
、
筑
豊
地
区
の
鉄
道
妨
害
は
四
 

筑豊地区の鉄道妨害の推移（52年度） 

\ i
j
 

叙
劇
 3'
)
 

ー 

置 物 踏
 
切
 
障
 
害
 

線
 
路
 
支
 
障
 

線
 
路
 
立
 
入
 

車
両
機
器
乱
用
 

装
置
乱
用
 

踏
切
支
障
報
知
 

転
て
っ
器
妨
害
 

施記 と物き損 
発
 

砲
 

物
 

一コ 

耕
 

・ 

石
 

合
 

計
 

石
 

そ
 

の
 

他
 

き
損
 

踏
切
し
や
断
機
 

信
号
標
識
き
損
 

そ
 

の
 

他
 

51 2 1 22 5 14 3 1 2 3 53 

52 巨
 

2 20 9(2l 1 3 1 1 49(2, 

）は新幹線再掲です。 

十
九
件
、
五
十
一
年
毒
」
、
五
十
三
件
に
対
 

し
四
件
の
減
と
な
っ
て
お
り
、
門
鉄
全
 

体
と
し
て
は
三
百
九
十
一
件
で
五
十
一
 

年
度
よ
り
十
」
秤
増
加
し
て
い
ま
す
。
 

こ
の
う
ち
、
筑
豊
地
区
の
踏
切
事
故
 

は
二
十
件
で
六
人
が
ケ
ガ
、
四
人
が
死
 

亡
し
て
お
り
、
門
鉄
で
は
百
二
十
七
件
 

発
生
し
十
三
人
が
死
亡
、
三
十
六
人
が
 

ケ
ガ
を
し
て
お
り
ま
す
。
 

原
因
は
、
し
ゃ
断
機
く
ぐ
り
や
警
報
 

無
視
な
ど
の
無
謀
運
転
が
八
十
智
を
占
 

め
、
エ
ン
ス
ト
、
落
輪
な
ど
の
運
転
未
 

熟
に
よ
る
も
の
が
二
十
智
と
な
っ
て
い
 

ま
す
。
 

踏
切
事
故
防
止
の
き
め
て
は
運
転
者
 

ひ
と
り
ひ
と
り
が
自
覚
を
も
ち
、
交
通
 

ル
ー
ル
を
守
り
、
踏
切
安
全
通
行
を
し
 

て
い
た
だ
く
ほ
か
あ
り
ま
せ
ん
。
踏
切
 

事
故
の
悲
惨
さ
は
み
な
さ
ん
ご
承
知
の
 

と
お
り
死
亡
率
が
高
く
、
社
会
的
に
及
 

ぼ
す
影
響
が
大
き
く
、
事
故
を
起
し
た
 

当
事
者
は
勿
論
、
家
族
の
み
な
さ
ん
の
 

不
幸
を
招
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

一
方
、
線
路
通
行
や
線
路
に
石
な
ど
 

置
い
て
列
車
を
止
め
た
も
の
が
二
十
三
 

件
も
発
生
し
て
お
り
、
昨
年
に
比
べ
六
 

件
も
増
加
し
て
お
り
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
に
踏
切
で
の
い
た
ま
し
い
 

へ

？

r

 

ー

 

事
故
や
線
路
通
行
又
は
置
石
な
ど
危
険
 

な
遊
び
を
な
く
す
た
め
、
次
の
こ
と
を
 

守
り
ま
し
ょ
う
。
 

★
踏
切
で
は
 

o

一
時
停
止
し
て
、
左
右
の
安
全
を
確
 

か
め
て
下
さ
い
。
 

〇
自
転
車
も
必
ず
止
ま
っ
て
下
さ
い
。
 

o
上
り
、
下
り
の
列
車
の
す
れ
違
う
と
 

き
が
危
険
で
す
。
 

o
万
一
、
踏
切
で
ェ
ン
ス
ト
や
落
輪
な
 

ど
で
自
動
車
が
動
け
な
く
な
っ
た
ら
 

す
ぐ
列
車
を
止
め
る
手
配
を
し
て
下
 

さ
い
。
 

o
踏
切
を
横
断
す
る
と
き
は
、
前
の
車
 

が
踏
切
を
渡
っ
て
一
車
長
の
余
裕
が
 

出
来
て
か
ち
渡
り
ま
し
ょ
う
。
 

★
線
路
で
は
 

o
線
路
を
歩
か
な
い
。
線
路
で
遊
ば
な
 

い。 

〇
レ
ー
ル
に
置
石
な
ど
し
な
い
。
 

〇
列
車
に
石
な
ど
投
げ
な
い
。
 

現
在
、
直
方
鉄
道
公
安
室
で
は
踏
切
 

非
常
ボ
タ
ン
の
取
扱
方
及
び
列
車
の
停
 

止
方
法
な
ど
の
実
演
講
習
を
行
っ
て
い
 

ま
す
の
で
、
希
望
の
筒
所
は
い
つ
で
も
 

ご
連
絡
下
さ
い
。
 

直
方
鉄
道
公
安
室
 

52 

年
中
に
お
け
る
町
内
交
通
事
故
発
生
状
況
 

こ
の
数
字
は
、
赤
池
町
内
に
お
い
て
 

昭
和
五
十
二
年
中
に
発
生
し
た
交
通
事
 

故
発
生
状
況
の
内
容
別
数
子
で
す
。
 

「 30 

件
」
は
交
通
事
故
発
生
件
数
、
 

「1
件
」
は
交
通
事
故
に
よ
る
死
亡
者
 

件
数
、
 

「 38 

件
」
は
交
通
事
故
傷
者
件
 

数
で
す
。
 

ま
た
、
町
内
に
お
け
る
交
通
事
故
は
 

死
者
五
人
を
出
し
た
昭
和
四
十
七
年
を
 

ピ
ー
ク
に
年
々
減
少
状
態
に
あ
り
ま
す
 

が
、
依
然
と
し
て
年
々
増
加
し
て
い
る
 

自
動
車
の
保
有
台
数
と
運
転
免
許
所
持
 

者
数
か
ら
も
、
交
通
事
故
発
生
状
況
に
 

つ
い
て
は
予
断
を
許
さ
な
い
も
の
と
な
 

っ
て
い
ま
す
。
 

つ
き
ま
し
て
は
、
な
お
一
層
、
住
民
 

一
人
ひ
と
り
が
交
通
規
則
を
正
し
く
守
 

り
、
交
通
事
故
防
止
を
推
進
し
ま
し
ょ
 

、フ。 赤池町内交通事故発生状況表 

全 事 故 
発生件数 
30(f ) でお 隻菖 

歩行者の交通事故 7 0 7 
自 転車 ” 3 0 3 
子 ど も 6 0 7 
高 齢者 2 0 5 
二 輪 車 ” 10 0 12 
高 校生 2 0 3 
飲酒運転 'I 0 1 
無免許運転 0 0 0 

（昭和52年1月1日～12月31日） 

和
名
 
水
無
月
（
み
な
づ
き
）
 

農
事
を
皆
な
し
つ
く
し
た
月
と
い
う
 

こ
と
か
ら
、
 

1
日
（
木
）
 

六
月
を
水
無
月
と
い
っ
た
。
 

凶
器
使
用
犯
罪
未
然
防
止
 

月
間
（
 30 

日
ま
で
）
 

気
象
記
念
日
・
電
波
の
日
 

写
真
の
日
・
更
衣
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
押
タ
m
) 

4
日
（
日
）
 

ロ
腔
衛
生
週
間
は
じ
ま
る
 

虫
歯
予
防
デ
ー
 

5
日
（
月
）
 

道
路
事
故
を
な
く
す
運
動
 

( 25 

日
ま
で
）
 

世
界
環
境
デ
ー
 

7
日
（
水
）
 

計
量
記
念
日
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
．
ン
タ
匿
）
 

10 

日
（
土
）
 

時
の
記
念
日
・
入
梅
 

17 

日
（
土
）
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
確
ン
タ
匿
）
 

18 

日
（
日
）
 

父
の
日
・
家
庭
の
日
 

21 

日
（
水
）
 

夏
至
 

23 

日
（
金
）
 

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
デ
ー
 

沖
縄
慰
霊
の
日
 

25 

日
（
日
）
 

救
ら
い
の
日
 

赤
池
町
婦
人
協
議
会
体
力
 

テ
ス
ト
（
銀
酬
・
 10 

) 

26 

日
（
月
）
国
連
憲
章
調
印
記
念
日
 

27 

日
（
火
）
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
声
タ
匿
）
 

28 

日
（
水
）
 

貿
易
記
念
日
 

30 

日
（
金
）
 

大
は
ら
い
 

▽
遠
い
水
は
 近

火
タ
嘉
帆
わ
ぬ
△
 

、 

昭和53年6月1日 け
 

カ、 い あ
 

報
 

広
 

,
 

ク
細
川
た
か
し
4

来
る
 

ー
町
商
工
会
館
完
成
記
念
に
 

一
昨
年
、
見
事
新
人
賞
で
デ
ビ
ュ
ー
 

し
、
す
で
に
テ
レ
ビ
で
お
な
じ
み
の
人
 

気
歌
手
“
細
川
た
か
し
さ
ん
）
を
去
る
 

四
月
二
十
八
日
（
金
）
赤
池
町
民
会
館
に
 

招
い
て
「
細
川
た
か
し
シ
ョ
ウ
ー
」
が
 

行
わ
れ
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
赤
池
町
商
工
会
館
完
成
記
念
 

に
、
町
商
工
会
青
年
部
が
主
催
し
、
商
 

工
会
の
後
援
に
よ
り
、
芸
能
社
鈴
木
企
 

画
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
の
協
力
の
も
と
に
 

」粗
iFl
ノ 

謡
人
タ
 

歌
の
ス
 

ノ

I ー

、

、

 

行
わ
れ
た
も
の
で
、
当
町
に
人
気
ス
タ
 

ー
が
来
た
の
は
初
め
て
の
こ
と
で
あ
り
、
 

昼
夜
の
部
で
約
千
二
百
人
の
入
場
が
あ
 

り
、
細
川
さ
ん
の
人
気
が
う
か
が
え
た
。
 

第
一
回
「
昼
の
部
」
で
は
、
午
後
一
一
 

時
よ
り
四
時
ま
で
の
ニ
時
間
、
約
四
百
 

余
人
、
第
二
回
「
夜
の
部
」
で
は
、
午
 

後
六
時
半
よ
り
八
時
半
の
二
時
間
、
約
 

七
百
人
の
入
場
で
、
小
さ
な
子
供
か
ら
 

お
年
寄
り
ま
で
が
見
え
て
い
た
。
 

、
商
工
会
代
表
、
惣
門
明
美
さ
ん
「
中
央
」
か
ら
」
 

「
花
束
を
受
け
る
細
川
さ
ん
。
右
端
 

、 

シ
ョ
ウ
ー
は
バ
ラ
エ
テ
 

ィ
ー
に
富
み
細
川
さ
ん
の
 

持
歌
（
ヒ
ッ
ト
曲
）
を
は
 

じ
め
、
も
の
ま
ね
、
民
謡
 

等
、
数
々
の
歌
を
歌
い
あ
 

げ
、
な
か
で
観
客
の
人
た
 

ち
を
二
、
三
人
舞
台
に
あ
 

げ
て
司
会
者
の
コ
ミ
カ
ル
 

な
紹
介
に
、
場
内
は
笑
い
 

で
ー
ぱ
い
で
し
た
。
 

シ
ョ
ウ
ー
終
了
後
、
細
 

川
さ
ん
は
次
の
ス
ケ
ジ
ュ
 

ー
ル
の
た
め
福
岡
へ
と
帰
 

途
に
 

な
お
、
こ
の
シ
ョ
ウ
ー
 

の
収
益
金
の
一
部
が
町
商
 

工
会
青
年
部
よ
り
赤
池
町
 

社
会
福
祉
協
議
会
に
寄
附
 

さ
れ
ま
し
た
。
 

凶器使用犯罪未然防止月間 

警
察
で
は
、
六
月
 

中
を
県
下
一
斉
の
「
 

凶
器
使
用
犯
罪
未
然
 

防
止
月
間
」
『
と
定
め
、
 

こ
れ
が
犯
罪
未
然
防
 

止
の
た
め
の
諸
活
動
 

を
強
力
に
推
進
す
る
 

こ
と
に
し
て
お
り
ま
 

す。 
つ
き
ま
し
て
は
、
 

住
民
の
み
な
さ
ん
に
 

は
次
の
こ
と
を
守
り
、
 

ご
協
カ
を
お
願
い
し
 

ま
す
。
 

1
、
凶
器
使
用
犯
罪
 

を
未
然
に
防
止
し
 

て
明
る
い
平
穏
な
 

生
活
を
守
り
ま
し
 

よ、つ。 

2
、
け
ん
銃
や
爆
発
 

物
ら
し
き
も
の
を
 

持
っ
て
い
る
人
を
 

J

j

 

、

 

，

プ

 

」一 

見
だ
り
聞
い
た
い
し
た
ら
、
す
ぐ
警
 

察
に
届
け
ま
し
ょ
う
。
 

3
、
模
造
け
ん
銃
（
高
級
モ
デ
ル
ガ
ン
 

の
着
色
を
は
が
し
た
り
銃
身
に
穴
を
 

開
け
た
も
の
は
、
所
持
が
禁
止
さ
れ
 

て
い
ま
す
の
で
見
た
り
聞
い
た
り
し
 

た
ら
す
ぐ
警
察
に
届
け
ま
し
ょ
う
）
 

4
、
包
丁
や
ナ
イ
フ
な
ど
の
刃
物
類
は
 

目
だ
た
な
い
場
所
に
保
管
し
ま
し
ょ
 

、つ。 

5
、
子
供
に
刃
物
、
ヌ
ン
チ
ャ
ク
な
ど
 

凶
器
と
な
る
も
の
を
持
た
せ
な
い
よ
 

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

6
、
許
可
を
受
け
た
猟
銃
、
空
気
銃
は
 

必
ず
分
解
し
て
、
カ
ギ
の
か
か
る
丈
 

夫
な
保
管
庫
に
保
管
し
ま
し
ょ
う
。
 

7
、
猟
銃
や
空
気
銃
を
許
可
な
く
持
っ
 

て
い
る
人
や
正
当
な
理
由
が
な
く
携
 

帯
運
搬
し
て
い
る
人
を
見
た
り
、
聞
 

い
た
り
し
た
と
き
は
す
ぐ
警
察
に
届
 

け
ま
し
ょ
う
。
 

ー
田
川
警
察
署
ー
 

ク
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
4
 

「
持
た
せ
ま
い
、
持
つ
ま
い
 

危
い
銃
・
刃
物
」
 

「
凶
器
追
放
、
み
ん
な
で
守
ろ
う
 

明
る
い
暮
し
」
 

「
小
さ
な
凶
器
が
、
大
き
な
凶
器
」
 

J
 

I 
J 

時
 
の
 
記

念

 日
 

6
月
 10 

日
 

六
七
一
年
四
月
二
十
五
日
に
天
智
天
 

皇
が
初
め
て
水
時
計
を
使
用
さ
れ
、
そ
 

の
日
を
太
陽
暦
に
直
す
と
六
月
十
日
に
 

あ
た
る
そ
う
で
、
大
正
九
年
に
「
時
の
 

記
念
日
」
と
制
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。
 

時
の
刻
み
方
も
水
時
計
、
日
時
計
な
 

ど
か
ら
、
最
近
は
水
晶
時
計
に
至
る
ま
 

で
、
高
度
な
発
達
を
と
げ
て
き
ま
し
た
。
 

と
く
に
水
晶
時
計
は
、
日
本
が
世
界
 

に
さ
き
が
け
て
開
発
し
た
も
の
で
、
正
 

確
、
電
池
式
だ
か
ら
ゼ
ン
マ
イ
を
巻
く
 

必
要
な
し
と
い
う
長
所
の
ほ
か
に
、
時
 

分
・
秒
を
数
字
で
示
し
、
時
計
の
シ
ン
 

ボ
ル
で
あ
っ
た
針
ま
で
追
放
す
る
と
い
 

う
画
期
的
な
も
の
ま
で
現
わ
れ
て
き
て
 

い
ま
す
。
 

も
っ
と
も
、
い
か
に
正
確
無
比
な
時
 

計
が
あ
っ
て
も
、
時
間
を
守
る
の
は
人
 

間
で
あ
り
、
い
ま
だ
に
o
o
時
間
と
い
 

う
よ
う
に
定
時
に
会
議
が
始
ま
ら
な
か
 

っ
た
り
す
る
よ
う
で
は
困
り
も
の
。
む
 

し
ろ
時
間
を
厳
守
す
る
と
か
、
有
効
的
 

な
時
間
を
す
ご
す
な
ど
の
意
識
革
命
の
 

方
が
先
決
問
題
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
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一～心り』S
．ふゾ 

ぬ

り

り

」

（

 舞
鍵
舞
舞
蓬
慧
舞
舞
難
舞
舞
襲
蕪
難
年
さ
ん
 

力
の
限
り
／
、
ュ
ー
に
「
ニ
コ
「
コ
 

こ、~、 
ー’二、かて‘、‘」に、・■ノ．ープ~■‘・、 

''J、1こ穴ノムかジ7I;,,，ごI 

、、、いーこお；i嬬算海 
選
手
宣
誓
は
 

お
ね
が
い
ッ
ノ
 
あ
と
を
ッ
ノ
 

第
十
八
支
所
 
中
本
洋
一
さ
ん
 

瀞
齢
難
長
』
誠
簿
）
綴
灘
 

地
区
青
年
対
抗
リ
レ
ー
か
ら
 

アルバム つ 想い出の 

縄
 

三
三
三
三
三
一
三
一
 

ノい町づくり」は、まず体協から。 

あなたが、私がおりなしたスポー 

ツドラマ、まずはご笑納あれ。 

それ行けノ頑張れノ楽しかった 

町民体育祭・一・想い出のーコマをも 

う一度あなたの胸に・・・。 『明るノ 

IIII
一III
一II
一三一
II
一
一
 

各
位
の
ご
協
力
を
感
謝
 

さ
ら
に
発
展
を
誓
う
 

皆
さ
ん
、
 

長
先
日
は
大
変
 

略
お
疲
れ
さ
ま
 

池
で
し
た
。
三
 

年
ぶ
り
の
体
 

子から親ノvくトンタッチ 
地区公民館刈抗リレーから 

一
麟
鷲
麟
」
鱗
鷲
鱗
 

臨
翻
翻
剃
畿
畿
翻
髄
翻
翻
騎
競
翻
翻
翻
翻
醜
縄
縄
醜
麟
 

テ
ン
ト
の
中
で
も
準
備
体
操
 

ー
上
野
五
区
公
民
館
ー
 

へ
，
 

) 

高いなァ・・・ 母と子の玉入れ 
VI を狙う顔、顔、顔 地区壮年対抗から 

育
祭
で
し
た
が
、
地
区
公
民
館
を
は
じ
 

め
多
数
の
町
民
の
皆
さ
ん
が
会
場
せ
ま
 

し
と
ご
参
集
下
さ
り
、
お
蔭
さ
ま
で
立
 

派
な
体
育
祭
が
で
き
ま
し
た
。
紙
上
か
 

ら
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
 

私
ど
も
は
、
さ
ら
に
体
協
発
展
に
全
力
 

投
球
す
べ
く
決
意
を
新
た
に
し
て
お
り
 

ま
す
。
各
位
の
ご
支
援
を
切
望
し
ま
す
。
 

壮烈をきわめた地区青年対抗リレー 

、ここニ’ 、！ も 

雛
鵬
妹
麟
一
縄
鞘
鷺
鷺
組
編
 

一
 

田
中
代
議
士
も
ハ
ッ
ス
ル
ノ
 

勝
者
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
 

【
子
供
会
対
抗
廿
第
八
支
所
】
立
花
 

マ
ミ
、
高
林
光
博
、
水
永
奈
津
美
、
 

水
永
堅
一
、
沖
ひ
ろ
み
、
繁
水
貴
仁
 

高
林
雪
美
、
立
花
光
春
 

【
青
蛇
‘
対
抗
廿
第
＋
ニ
支
所
】
立
花
 

啓
二
、
松
尾
研
一
郎
、
亀
井
研
一
、
 

末
継
智
恵
、
久
原
美
保
、
香
月
優
子
 

【
婦
人
対
抗
H
第
七
支
所
】
平
野
ア
 

ギ
子
、
中
村
日
出
子
、
長
谷
川
智
子
 

高
林
順
子
、
桑
野
京
子
、
田
中
晴
美
 

に
聾
千
対
抗
n
第
十
四
支
所
】
秦
住
 

作
戦
成
功
 
出
遅
れ
て
思
わ
ず
ニ
ッ
 

コ
リ
（
公
民
館
対
抗
）
 

~ 

老人と子供の綱引きに大歓声 どっちも負けるなノ 

凄
ま
し
い
ま
で
の
女
の
意
地
 

) 、、ノ 

、

j
ノ
 

雄
、
高
横
朋
、
林
孝
二
、
池
田
一
也
 

清
原
あ
つ
し
、
長
谷
川
純
一
 

【
公
民
館
対
抗
廿
第
十
ニ
支
所
】
太
 

田
誠
子
、
松
尾
正
治
、
熊
谷
政
義
、
 

居
原
加
代
子
、
居
原
昌
信
、
藤
田
文
 

子
、
立
花
富
枝
、
伊
藤
ヒ
ロ
ミ
、
村
 

上
政
和
、
居
原
信
行
、
亀
井
研
一
、
 

【
職
場
対
抗
（
男
子
）
廿
商
工
会
】
 

渡
辺
克
仁
、
山
杢
晶
三
、
松
葉
隆
夫
 

高
橋
崩
 

【
同
（
女
子
）
」
筑
豊
繊
維
（
株
）
 

A
】
皆
川
フ
ク
ミ
、
福
原
俊
子
、
馬
 

場
須
賀
子
、
皆
川
礼
子
 

奮斗のエ藤事務局長 ご苦労さま 

体
育
祭
ズ
ー
ム
ア
ッ
プ
 

〇
ー
町
長
以
下
関
係
者
、
こ
と
し
は
ス
 

ポ
ー
ツ
ウ
ェ
ア
ー
で
参
加
、
拍
手
ノ
 

〇
・
ー
体
育
祭
の
負
傷
者
総
数
二
十
六
人
、
 

う
ち
足
負
傷
十
九
、
手
二
、
貧
血
二
、
 

腹
痛
三
。
日
頃
の
タ
ン
練
が
肝
要
？
・
。
 

*
 

*
 

*
 

*
 

*
 

「」譲 

体
育
祭
入
選
作
品
 

赤
池
東
町
 

芹
川
ョ
シ
エ
 

さ
ん
 

・T
+
＋
・
γ
・
γ
 

四
月
二
十
三
日
、
 

剣
道
部
の
体
」
具
ポ
 
体
協
剣
道
部
は
 

河
川
敷
G
で
第
二
回
親
子
親
善
ス
ポ
ー
 

ツ
祭
を
開
催
し
た
。
こ
の
日
は
、
コ
ワ
 

イ
上
村
部
長
、
立
花
敏
幸
後
援
会
長
も
 

破
顔
づ
く
め
。
パ
ン
喰
い
、
ア
メ
喰
い
 

競
争
な
ど
盛
り
た
く
さ
ん
の
プ
ロ
グ
ラ
 

ム
で
、
桜
花
の
一
日
を
楽
し
ん
だ
。
 

・γ・γ・γ・γ・γ 

中
尾
地
区
の
第
 

十
九
支
所
が
台
頭
 
十
九
支
所
公
民
 

館
（
岩
城
館
長
）
が
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
 

て
地
域
の
 
「
和
」
を
拡
げ
て
い
る
。
四
 

月
三
十
日
、
同
公
民
館
で
は
、
馬
場
体
 

協
理
事
、
黒
土
体
育
指
導
員
を
中
心
に
、
 

母
子
ソ
フ
ト
、
親
子
ド
ッ
ジ
、
子
供
バ
 

ド
ミ
ン
ト
ン
、
ミ
ニ
バ
レ
ー
等
多
彩
な
 

催
し
で
、
ま
ず
親
子
の
確
執
除
去
。
 

・γ・γ・γ・γ・γ 

こ
ち
ら
上
野
四
 

四
区
は
駅
伝
大
会
 
区
公
民
館
（
香
 

川
昌
憲
館
長
）
で
は
五
月
七
日
、
子
供
 

会
、
婦
人
会
、
青
年
会
、
壮
年
会
に
体
 

育
指
導
員
を
招
待
、
総
勢
七
チ
ー
ム
約
 

百
人
が
参
加
し
て
薫
風
駅
伝
大
会
。
レ
 

ー
ス
前
の
血
圧
測
定
、
子
供
は
百
H
以
 

上
走
れ
ば
中
継
は
自
由
な
ど
ル
ー
ル
も
 

ユ
ニ
ー
ク
。
若
さ
を
誇
る
男
子
子
供
チ
 

ー
ム
が
い
っ
気
に
新
緑
の
上
野
路
を
走
 

破
し
て
初
優
勝
、
体
指
委
は
六
位
。
 

J
 

・γ・γ・γ・γ・γ 

五
月
七
 

＋
二
支
所
は
親
子
ソ
フ
ト
 
日
、
第
 

十
二
支
所
公
民
館
（
早
谷
館
長
）
は
、
 

日
野
副
館
長
、
竹
沢
育
成
会
長
、
居
原
 

体
育
指
導
員
が
中
心
と
な
り
親
子
ソ
フ
 

ト
大
会
。
河
川
敷
の
花
壇
の
手
入
れ
に
 

町
関
係
者
の
感
激
ひ
と
し
お
。
 

・γ・γ・γ・γ・γ 

軟
式
野
球
連
盟
 

オ
リ
バ
ー
ズ
優
勝
 
主
催
の
春
の
ト
 

ー
ナ
メ
ン
ト
大
会
が
四
月
三
十
日
、
五
 

月
七
日
の
両
日
挙
行
さ
れ
、
オ
リ
バ
ー
 

ズ
（
車
道
）
が
優
勝
、
二
位
は
役
場
。
 

・γ・γ・γ・γ・γ 

体
協
ス
ポ
ー
ツ
 

少
年
野
球
部
活
発
 
少
年
団
野
球
部
 

（
上
野
小
、
市
場
小
の
三
年
生
以
上
）
 

に
今
春
四
十
五
人
が
入
部
、
新
指
導
陣
 

の
シ
ッ
タ
激
励
を
受
け
猛
練
習
に
励
ん
 

で
い
る
。
代
表
世
話
人
は
大
穂
稔
さ
ん
、
 

指
導
者
は
居
原
監
督
以
下
、
林
、
黒
土
 

田
中
、
山
本
、
徳
永
の
各
体
指
委
。
 

・γ・γ・γ〒・γ 

草
場
公
民
 

ニ
十
一
回
目
の
体
育
祭
 
館
が
五
月
 

三
日
、
二
十
一
回
目
の
体
育
祭
を
開
催
、
 

地
区
総
出
で
賑
わ
っ
た
。
谷
静
馬
館
長
 

は
「
町
民
体
育
祭
よ
り
歴
史
は
古
い
バ
 

イ
」
と
盛
況
の
グ
ラ
ン
ド
で
ご
満
悦
。
 

・γ・γ・γ・γ・γ 

第
十
支
所
公
 

＋
支
所
が
歩
こ
う
会
 
民
館
（
岩
井
 

邦
弘
館
長
）
は
四
月
二
十
三
日
、
町
民
 

会
館
か
ら
筑
豊
ハ
イ
ツ
ま
で
親
子
歩
こ
 

う
会
。
当
日
は
五
十
八
人
が
参
加
し
た
。
 

・γ・γ・γ・γ・γ 

六
月
四
日
廿
地
区
老
人
 

体
協
行
事
 
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
ニ
十
 

五
日
H
壮
年
、
婦
人
体
力
づ
く
り
講
習
、
 

第
一
、
第
三
土
曜
廿
婦
人
バ
レ
ー
教
室
。
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第185号 

- -'供1よ家庭蒸地域で登何をそ 
~~~~~~～、 

l団体活動（子供会）を通じて社、 

、会性、自主心、個性を伸ばそうノ 

第
六
回
赤
 

池
町
子
供
育
 

成
連
絡
協
議
 

会
総
会
が
一
一
 

十
地
域
八
＋
 

九
人
の
評
議
 

員
が
参
加
し
、
 

四
月
二
十
一
 

日
（
金
）
町
民
 

会
館
で
開
催
 

さ
れ
五
十
三
 

年
度
の
活
動
 

目
標
と
新
し
 

い
役
員
を
次
 

の
通
り
決
定
 

し
た
。
 

日
子
供
会
活
 

動
を
点
検
し
 

よ、つ。 

o
お
客
様
あ
つ
か
い
を
反
省
し
、
子
供
 

自
ら
集
団
の
一
員
と
し
て
責
任
の
分
 

担
を
図
る
こ
と
に
努
め
る
。
 

口
地
域
指
導
者
を
発
掘
し
ょ
う
。
 

o
少
年
少
女
に
直
接
指
導
助
言
を
あ
た
 

え
る
当
面
の
人
を
各
地
区
で
見
つ
け
 

53 年度事業計画 

よ、つ。 

日
研
修
会
を
開
い
て
子
供
の
世
界
を
知
 

ろ
う
。
 

〇
子
供
を
知
る
た
め
大
人
自
ら
が
高
ま
 

り
ま
し
ょ
、
つ
。
 

*? 
*
 

*
 

*
 

*
 

*
 

*
 

月
 

育成連絡協事業 教育委貝会等共催 郡子育連事業 

4
 

総 会 

に。 

善

会

 

親

大

 

会

ッ

 

も
一
 

ど
ポ
 

子

ス

 

先進地！紫月下旬） 
町民体育祭（体）14日 

6
 

歯 磨 大 会 
育成指導者研修会 

(6 月上旬） 
リーダー昭定講習会 

7
 

営 火 祭 

子ども会対抗ソフト大会 

8
 

子どものっどい（教） 
リーダー野外活動 

(8 月上旬） 

郡子連親善ス 

ポーッ大会 

9
 

育成指麟罪輸 
上野峡大会（体）23日 

田川子どもス 

ポーッ大会 

10 
郡子連指導者 

11印多会 

子ども交通安全教宰並 

にサイクリ漬胃乳） 
優 良 映 画 会 

（各子ども会単位） 

郡子どものっ 
どい 

12 

1
 

凧作り教室（1月下旬） 

n
乙
 

自作凧上げ大会 

(2 月下旬） 

3
 

54年度事業計画会議 

五
月
晴
れ
に
白
球
を
追
っ
て
ノ
 

ー
「
子
供
の
日
」
 
ス
ポ
ー
ツ
大
会
ー
 

す
こ
や
か
な
成
長
を
願
っ
「
子
供
の
 

日
」
子
供
会
育
成
連
絡
協
議
会
（
会
長
 

岩
城
辰
美
）
で
は
、
今
年
度
新
し
い
事
 

業
と
し
て
「
子
供
の
日
ス
ポ
ー
ッ
大
会
」
 

を
企
画
し
た
と
こ
ろ
、
各
地
区
よ
り
十
 

六
チ
ー
ム
（
男
女
混
合
）
が
参
加
し
、
 

町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
市
場
小
学
校
グ
ラ
 

ウ
ン
ド
で
応
援
も
含
め
約
六
百
人
が
終
 

日
楽
し
い
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
に
汗
を
流
し
 

た。 
女
子
の
不
足
し
た
地
区
で
は
、
母
親
 

o
 

が
か
わ
っ
て
チ
ー
ム
の
一
員
と
な
り
、
 

子
供
た
ち
か
ら
盛
ん
な
声
援
が
送
ら
れ
 

た
。
地
区
で
は
、
た
き
出
し
も
あ
り
大
 

変
な
盛
況
だ
っ
た
。
 

あ
る
母
親
の
話
し
 

「
毎
年
、
子
供
の
日
は
北
九
州
方
面
 

に
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
に
引
き
出
さ
れ
て
い
 

ま
し
た
が
、
今
年
は
本
当
に
楽
し
い
子
 

供
の
日
で
し
た
。
来
年
と
い
わ
ず
是
非
 

か

〇

 

秋
に
も
親
子
対
抗
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
 

計
画
し
て
欲
し
い
。
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
 

ボ
ー
ル
だ
け
で
な
く
、
マ
マ
さ
ん
ソ
フ
 

ト
ボ
ー
ル
も
是
非
企
画
し
て
ほ
し
い
と
 

思
い
ま
す
。
」
 

な
お
、
成
績
は
次
の
と
お
り
 

●
A
パ
ー
ト
 

o 

優
勝
 
竹
の
子
子
供
会
（
市
場
八
区
）
 

準
優
勝
 

十
支
所
子
供
会
 

●
B

パ
ー
ト
 

優
勝
 
小
藤
団
地
子
供
会
 

準
優
勝
 

ォ
リ
オ
ン
子
供
会
（
七
区
）
 

＠
新
役
員
は
次
の
と
お
り
（
敬
称
略
）
 

副
会
長
・
体
育
部
長
 
藤
掛
修
一
 

会
 
長
 
岩
城
辰
美
 

副
会
長
・
文
化
部
長
 
」
蒲
伸
子
 

副
会
長
、
 

香
月
雅
之
 

副
会
長
・
組
織
部
長
 
市
川
則
孝
 

β 

・
総
務
部
長
 
立
花
数
広
 

会
 
計
 
大
穂
 
稔
 

昭
和
 53 

年
度
各
種
学
級
講
座
・
教
室
一
覧
 

'‘若くして学べば壮にして成すところあり、壮にして学べば老いて衰えず、老いて学べば死して朽ちず，, 

赤池町教育委員会では、急速に変化する社会の中で、人生の各時期に対応じて継続的な学習の機会をと 

53年度も次の通り学級講座を開講します。多くの方々の参加を希望します。 

\
 

学級・講座・教室名 月繋 驚
 

開設日並に 
期 間 対 象 内 容 設

所
 

開
場
 

社
 

会
 

教
 

育
 

ジュニアリーダー認定講習会 1 60 6月～8月 子・ども会 
リーダー 

子ども会活動のリーダー養成と 
して 町民会館 

ノぐ ー ナ ー ド 学 級 1 70 7月～12月 乳幼児のための教育は？ 
3:才児を第1子に持っお母さんへ、 町民会館 

っく し 学 級（家庭教育） 1 30 6月～12月 上野保育 
所 母 親 子どもを理解し家庭教育のあり方 上野保育所 

ふれあい学級（ I, ) 1 30 6 月・～12月 市 場イ呆 
育所母親 

r ' 市場保育所 

すくすく学級（ ガ ） 1 30 6月～12月 赤 池イ呆 
育所母親 

r 赤池保育所 

のびのび学級（ ガ ） 1 30 ガ 
中 尾イ呆 
育所母親 

ガ 中尾保育所 

婦人団体セミナー（婦人学級） 1 60 6月～12月 地区婦人 
リ―タ一― 

地域に於ける婦人団体活動を考 
えよう。 基本研修、専門研修 町民会館 

養 命 大 学 1 100 6月～12月 60オ一以上 
高 令者 

高令者の学習機会と生きがいを 
求めて。 町民会館 

P T A 地域活動講座 2 100 7月～3月 上野・市場 
PTA 会貝 新らしいPTA活動を求めて。 線難 

同
 
和
 
教
 
育
 

子ど も 少年育成講座 7 210 6月～3月 青少年男女 少年・少女に解放への力を身に 
っける。 各地区 

解 放 学 級 7 350 6月～3月 青年・婦人 
・成人 

部落問題の認識と諭論を身にっ 
ける。 各地区 

解 放 技 術 講 座 2 60 6月～3月 青年・成人 各種の免許取得のための講座と 
し、就職の機会均等を図る。 隣保館 

解 放 文 化 講 座 9 450 6月～3月 婦人・青年 各種文化（生花、茶道、料理） 各地区 

解 放 大 学 講 座 1 60 6月～3月 青年・婦人 
‘成人 同和問題解決のための指導者識 町民会館 
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．
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こ
れ
か
ら
シ
ー
ズ
ン
「
梅
雨
時
期
」
 

暦
の
上
で
は
十
日
か
ら
梅
雨
入
り
で
 

す
が
、
 

一
年
の
う
ち
で
最
も
雨
の
多
い
 

の
も
こ
の
季
節
で
す
。
毎
年
こ
の
時
期
 

か
ら
十
月
ご
ろ
ま
で
集
中
豪
雨
や
台
風
 

に
よ
り
、
各
地
で
尊
い
人
の
命
や
財
産
 

が
奪
わ
れ
、
私
た
ち
の
生
活
に
重
大
な
 

影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。
 

本
町
で
も
、
昭
和
四
十
六
年
八
月
の
 

伏
原
地
す
べ
り
災
害
、
昭
和
五
十
一
年
 

九
月
の
台
風
十
七
号
に
よ
る
家
屋
の
災
 

害
、
昭
和
五
十
二
年
六
月
の
下
西
町
ガ
 

ケ
崩
れ
な
ど
多
く
の
被
害
を
受
け
て
い
 

ま
す
。
今
年
も
集
中
豪
雨
や
台
風
に
よ
 

る
災
害
が
心
配
さ
れ
る
時
期
と
な
り
ま
 

( 51 

年
9
月
・
家
屋
の
災
害
）
 

し
た
。
日
ご
ろ
か
ら
災
害
の
発
生
に
備
 

え
、
自
分
の
住
ん
で
い
る
ま
わ
り
の
状
 

況
に
あ
っ
た
対
策
を
た
て
万
全
の
備
え
 

を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
 

梅
雨
は
、
北
日
本
を
お
お
う
冷
た
い
 

オ
ホ
ー
ツ
ク
高
気
圧
と
、
大
平
洋
上
の
 

暖
か
い
湿
っ
た
高
気
圧
が
接
触
し
、
境
 

に
梅
雨
前
線
が
停
滞
し
ま
す
。
こ
の
前
 

線
に
次
か
ら
次
へ
と
低
気
圧
が
近
づ
き
 

雨
を
降
ら
せ
ま
す
。
 

七
月
ご
ろ
に
な
る
と
大
平
洋
上
の
高
 

気
圧
が
強
く
な
り
、
前
線
を
北
へ
お
し
 

の
け
て
梅
雨
が
あ
け
ま
す
が
、
こ
の
時
、
 

北
に
強
い
高
気
圧
が
い
す
わ
っ
て
い
る
 

と
温
度
の
差
が
大
き
く
な
り
強
い
上
昇
 

気
流
が
で
き
て
豪
雨
が
降
り
、
洪
水
や
 

ガ
ケ
崩
れ
な
ど
の
被
害
を
お
こ
し
ま
す
。
 

こ
れ
が
、
い
わ
ゆ
る
梅
雨
末
期
の
集
中
 

豪
雨
で
す
。
 

持
ち
も
の
は
、
ま
と
め
て
 

局
地
的
な
集
中
豪
雨
や
台
風
の
接
近
 

が
予
想
さ
れ
る
と
き
は
、
テ
レ
ビ
や
ラ
 

ジ
オ
で
新
し
い
情
報
を
よ
く
聞
き
、
必
 

要
な
対
策
を
た
て
ま
し
ょ
う
。
 

▼
停
電
に
備
え
、
懐
中
電
灯
や
ト
ラ
ン
 

ジ
ス
タ
ー
ラ
ジ
オ
を
用
意
す
る
。
 

▼
適
当
な
容
器
に
水
を
と
っ
て
お
く
。
 

レ過去の災害を 

思いおこそうぐ 

（
飲
料
水
は
大
人
一
日
約
三
認
）
 

▼
貴
重
品
は
ま
と
め
て
お
く
。
 

▼
医
薬
品
な
ど
を
用
意
す
る
。
 

▼
大
工
用
具
を
出
し
て
、
い
っ
で
も
使
 

え
る
よ
う
に
し
て
お
く
。
 

（
特
に
三
セ
 

ン
チ
以
上
の
ク
ギ
は
普
段
か
ら
用
意
）
 

▼
建
物
の
補
強
に
ぬ
か
り
が
な
い
か
、
 

も
う
一
度
確
認
す
る
。
 

ま
た
、
い
つ
で
も
避
難
で
き
る
よ
う
 

に
、
次
の
よ
う
な
も
の
を
用
意
し
て
お
 

き
ま
し
ょ
う
。
持
ち
物
は
で
き
る
だ
け
 

ま
と
め
て
、
手
荷
物
程
度
に
し
ま
す
。
 

▼
非
常
食
品
を
せ
め
て
ニ
ー
三
食
分
は
 

確
保
し
て
お
く
。
 

▼
水
筒
に
水
や
お
湯
を
入
れ
て
お
く
。
 

赤
ち
ゃ
ん
の
い
る
家
庭
で
は
粉
ミ
ル
 

ク
を
溶
か
す
お
湯
を
忘
れ
ず
に
用
意
す
 

る。 ▼
下
着
を
一
ー
二
着
、
靴
下
、
毛
布
、
 

携
帯
用
レ
イ
ン
コ
ー
ト
な
ど
を
用
意
す
 

る。 

崖
地
付
近
で
は
 

以
前
崩
れ
た
所
で
、
ま
だ
途
中
に
落
 

ち
な
い
で
残
っ
て
い
る
土
の
か
た
ま
り
 

や
、
倒
れ
そ
う
な
木
を
取
り
除
き
、
普
 

段
か
ら
ガ
ケ
崩
れ
な
ど
お
こ
ら
な
い
よ
 

う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
 

山
 

ー
 

が
ケ
崩
れ
は
、
降
り
始
め
て
か
ら
百
 

、
を
超
え
る
よ
う
な
長
雨
の
時
と
、
一
 

時
間
に
二
十
・
、
を
超
す
よ
う
な
強
い
雨
 

が
降
っ
た
後
に
よ
く
お
こ
り
ま
す
。
 

土
地
の
低
い
と
こ
ろ
で
は
 

家
の
ま
わ
り
の
排
水
を
よ
く
し
て
お
 

く
と
と
も
に
、
水
が
流
れ
込
む
危
険
な
 

箇
所
は
、
土
盛
り
な
ど
を
し
て
浸
水
を
 

防
ぐ
よ
う
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
 

ま
た
、
押
し
入
れ
の
下
段
の
も
の
や
 

タ
ン
ス
の
引
き
出
し
な
ど
は
で
き
る
だ
 

け
上
段
に
移
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
 

避
難
す
る
と
き
は
 

▼
警
家
歪
昌
、
消
防
団
、
町
職
貝
な
ど
の
 

指
示
に
し
た
が
っ
て
家
族
そ
ろ
っ
て
行
 

動
し
ま
し
ょ
う
。
老
人
、
幼
児
、
病
人
 

な
ど
の
い
る
家
庭
は
早
め
に
避
難
す
る
 

必
要
が
あ
り
ま
す
。
 

▼
出
水
時
に
避
難
す
る
と
き
は
、
普
段
 

は
き
な
れ
た
革
靴
や
運
動
靴
を
は
き
ま
 

し
ょ
う
。
長
靴
は
水
が
入
り
、
か
え
っ
 

て
歩
き
に
く
い
も
の
で
す
。
 

ま
た
、
道
路
に
は
危
険
な
ガ
ラ
ス
の
 

破
片
や
、
ガ
レ
キ
な
ど
が
流
れ
込
ん
で
 

い
ま
す
。
踏
み
つ
け
て
も
あ
る
程
度
足
 

を
保
護
で
き
る
履
物
を
選
び
ま
し
ょ
う
。
 

▼
切
れ
た
電
線
や
垂
れ
下
っ
た
電
線
に
 

は
触
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

▼
防
災
関
係
者
の
指
示
が
な
い
と
き
は
 

ま
わ
り
道
し
て
も
最
も
安
全
な
道
順
を
 

選
ん
で
避
難
し
ま
し
ょ
う
。
 

固 定 資 産 税 

（第2期分） （納期限 6月30日） 

―町税は納期内に納めましよう ― 

赤 池 町 
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第18 5号 

●
轟
『
嚇
 

蔵
本
は
る
の
女
 

幾
度
と
な
く
仰
い
だ
阿
蘇
谷
の
冷
た
 

い
ば
か
り
の
星
の
光
は
、
タ
べ
は
見
る
 

こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
一
抹
の
王
女
 

明
日
は
雨
で
は
な
い
か
し
ら
と
思
い
つ
 

つ
、
就
床
。
明
易
と
い
う
も
、
ま
だ
暗
 

闇
 

静
か
で
は
あ
る
が
雨
音
ら
し
い
。
 

そ
っ
と
起
き
出
で
て
、
ロ
ビ
ー
ま
で
来
 

て
窓
硝
子
を
開
く
。
確
か
に
雨
音
で
あ
 

る
。
降
っ
て
い
る
。
静
か
な
春
暁
の
ひ
 

と
と
と
e
 

●
春
暁
の
旅
の
雨
音
聞
い
て
を
り
 

は
る
の
女
 

待
望
の
山
焼
き
を
見
る
こ
と
は
出
来
 

な
く
な
っ
た
。
 

●
野
焼
見
の
無
情
の
雨
に
明
け
に
け
り
 

景
 
石
 

●
旅
先
の
雨
も
ま
た
よ
し
朝
寝
せ
ん
 

園
 
女
 

俳
人
に
し
て
は
、
や
や
遅
き
朝
食
を
 

す
ま
す
。
山
荘
裏
の
阿
蘇
の
五
岳
は
雨
 

雲
に
覆
わ
れ
て
い
る
。
山
裾
の
未
黒
野
 

に
雨
が
降
り
そ
そ
ぎ
、
一
層
、
黒
々
と
 

焼
け
し
色
、
焼
け
残
り
た
る
色
と
分
か
 

つ
。
そ
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
鮮
や
か
に
 

美
し
い
。
目
を
転
じ
て
み
よ
う
。
 

遠
く
大
観
望
を
右
の
端
に
、
あ
の
雄
 

大
な
阿
蘇
の
外
輪
山
が
春
雨
に
煙
っ
て
 

い
る
。
雨
雲
が
幾
重
に
も
幾
重
に
も
棚
 

引
い
て
い
る
。
そ
の
明
暗
の
素
晴
ら
し
 

さ
、
自
然
と
は
何
故
こ
う
も
わ
た
し
た
 

ち
の
心
を
惹
き
つ
け
、
捉
え
る
の
で
あ
 

ろ
う
か
。
 

雨
降
れ
ば
雨
に
情
あ
リ
、
風
吹
け
ば
 

木
の
芽
起
し
の
風
と
呼
ば
せ
て
わ
た
し
 

た
ち
の
心
を
離
さ
な
い
。
 

●
棚
雲
の
外
輪
山
に
春
の
雨
 

駒
 
女
 

●
雨
雲
の
級
帖
お
ろ
す
春
の
山
 慶

 
子
 

雨
の
降
り
し
き
る
中
を
仙
酔
峡
ま
で
 

行
く
。
未
黒
野
に
降
り
立
つ
。
雨
は
横
 

降
り
に
し
ま
く
が
如
く
、
風
は
冷
た
い
。
 

風
を
受
け
と
め
る
何
物
も
な
い
。
雨
に
 

濡
れ
な
が
ら
、
寒
風
に
吹
き
さ
ら
さ
れ
 

な
が
ら
の
句
作
、
俳
人
と
は
風
流
な
の
 

か
。
気
違
い
な
の
か
。
 

わ
た
し
は
、
い
ち
早
く
車
に
戻
る
。
 

次
々
と
戻
っ
て
来
る
人
々
、
最
後
ま
で
 

激
し
い
雨
の
未
黒
野
に
停
み
、
焼
山
を
 

眺
め
て
い
る
。
谷
底
を
見
下
し
て
い
る
 

そ
の
人
は
誰
で
あ
ろ
う
。
池
田
一
歩
さ
 

ん
…
か
さ
も
さ
さ
ず
に
真
撃
の
姿
、
句
 

作
す
る
姿
勢
と
は
こ
れ
で
あ
ろ
う
か
と
、
 

感
嘆
の
心
に
て
眺
め
る
。
 

●
山
焼
き
の
跡
の
眺
め
に
立
ち
つ
く
す
 

、
 

、

，

ノ

 

、

j
ノ
 

景
 
石
 

●
未
黒
野
に
神
を
し
づ
め
の
雨
な
ら
ん
 

一 

歩
 

我
々
以
外
に
も
世
の
中
に
物
好
き
は
 

い
る
ら
し
く
、
車
が
来
て
は
去
り
、
去
 

っ
て
は
来
る
。
登
山
の
ゴ
ン
ド
ラ
に
乗
 

る
客
の
姿
も
見
受
け
ら
れ
る
。
山
頂
は
 

大
丈
夫
な
の
で
あ
ろ
う
か
と
 

。
心
 

を
か
す
め
る
春
の
雨
と
い
う
も
山
襲
に
 

あ
る
雪
を
解
か
す
こ
と
は
出
来
得
な
い
。
 

で
も
、
阿
蘇
の
春
も
す
ぐ
そ
こ
に
、
 

山
焼
き
が
す
め
ば
一
気
に
や
っ
て
来
る
 

で
あ
ろ
う
ー
退
か
ら
ず
。
仙
酔
峡
の
 

み
や
ま
霧
島
の
膏
も
大
分
ふ
く
ら
ん
で
 

い
る
か
ら
。
咲
き
盛
る
頃
に
来
て
み
た
 

い
と
心
動
か
し
つ
つ
、
山
を
下
り
る
。
 

●
駄
道
辺
に
草
萌
え
出
づ
る
遠
か
ら
じ
 

慶
 
子
 

中町遊園地を整備 
―失業対策事業で― 

地元住民の要望で、このたび失業対策事業により県 

営⑨（軽作業）現場の就労者で、中町遊園地（中尾保 

育所すぐ上）を整備しました。 

これにより一部排水不良でしたが、真砂土を入れグ 

ラウンドなみとなりました。 

●
阿
蘇
谷
の
金
輪
際
も
未
黒
野
な
る
 

千
恵
女
 

●
白
足
袋
の
た
め
ら
い
も
な
く
未
黒
野
 

に
 

園
 
女
 

●
未
黒
野
と
な
リ
て
よ
り
風
失
へ
り
 

は
る
の
女
 

●
降
り
し
き
る
雨
未
黒
野
に
音
の
な
く
 

一 

歩
 

●
山
を
焼
く
こ
と
に
始
ま
る
阿
蘇
の
春
 

駒
 
女
 

●
未
黒
野
の
谷
の
流
れ
も
灰
色
に
 

峰
一
生
 

●
山
焼
き
の
匂
い
立
た
せ
て
雨
け
ぶ
る
 

景
 
石
 

●
未
黒
野
と
枯
野
を
分
か
つ
秩
序
か
な
 

雨
 
亭
 

●
大
自
然
春
呼
ぶ
阿
蘇
は
黒
々
と
 

久
 
良
 

A 

、？) 

（中町遊園地の整備情景より） 

余
叱
如
》
 

腹
八
分
目
は
 

長
寿
の
絶
対
条
件
 

腹
八
分
目
医
者
い
ら
ず
 

と
は
よ
 

く
聞
き
な
が
ら
、
こ
れ
は
な
か
な
か
出
 

来
な
い
も
の
で
す
。
つ
い
つ
い
腹
一
杯
 

に
な
る
ま
で
食
べ
で
し
ま
っ
て
、
あ
と
 

に
な
っ
て
食
べ
す
ぎ
た
と
消
化
剤
を
服
 

む
人
が
多
い
よ
う
で
す
が
、
た
と
え
胃
 

腸
を
こ
わ
さ
な
く
て
も
満
腹
す
る
と
い
 

う
こ
と
は
健
康
上
好
ま
し
く
な
い
こ
と
 

で
す
。
 

長
寿
者
を
調
査
し
た
あ
る
結
果
に
よ
 

る
と
、
九
十
五
ダ
ト
の
老
人
が
胃
腸
が
 

頑
強
で
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
ま
た
長
 

寿
村
を
訪
ね
る
と
、
 
一
様
に
「
腹
八
分
 

目」 

の
食
事
を
励
行
し
て
い
る
と
い
う
 

話
を
聞
き
ま
す
。
 

満
腹
す
れ
ば
消
化
の
た
め
に
胃
は
そ
 

れ
だ
け
余
計
働
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
 

ん
。
し
か
も
、
全
部
を
消
化
し
き
れ
な
 

い
う
ち
に
次
の
食
物
が
詰
め
こ
ま
れ
て
 

く
る
、
と
な
る
と
、
胃
は
休
ま
る
暇
が
 

あ
り
ま
せ
ん
。
い
か
に
丈
夫
な
胃
も
次
 

第
に
弱
く
な
り
、
栄
養
分
の
吸
収
が
十
 

分
に
で
き
な
く
て
ス
タ
ミ
ナ
不
足
を
招
 

き
ま
す
。
 

あ
と
一
口
食
べ
た
い
と
こ
ろ
で
グ
ッ
 

と
お
さ
え
る
習
慣
を
つ
け
て
下
さ
い
。
 

J
 

昭和53年6月1日 か い け あ
 

報
 

広
 

福
祉
バ
ス
待
合
所
完
成
す
 

赤
池
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
皆
 

さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
共
同
募
 

金
還
元
金
を
も
と
に
、
四
月
十
日
赤
池
 

新
橋
バ
ス
停
横
に
待
合
所
を
建
設
い
た
 

（
バ
ス
待
合
所
・
4
月
 10 

日
完
成
）
 

し
ま
し
た
。
 

町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
環
境
福
 

祉
対
策
の
一
環
と
し
て
、
町
内
の
バ
ス
 

待
合
所
整
備
計
画
に
よ
り
毎
年
一
箇
所
 

な
い
し
二
箇
所
ほ
ど
バ
ス
待
合
所
の
建
 

設
及
び
改
築
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。
 

あ
り
が
と
う
 

ご
ざ
い
ま
し
た
 

社
会
福
祉
協
議
会
 

〔
五
十
」
年
度
賛
助
会
費
〕
一
口
千
円
 

沢
永
源
敏
（
2
ロ
）
谷
 
富
次
（
2
口） 

沢
永
孝
美
（
2
ロ
）
太
田
勝
正
（
1
ロ〕 

大
田
辰
五
郎
（
1
ロ） 

役
場
課
長
会
（
 40
 

口） 

〔
香
典
返
し
〕
 

金
一
封
 
安
武
 
敬
郎
（
市
場
下
組
）
 

金
】
封
 
藤
井
 
辰
身
（
十
区
中
組
）
 

金
一
封
 
黒
土
ミ
ユ
ギ
（
市
場
八
の
二
）
 

金
一
封
 
浦
田
 
春
彦
（
上
野
大
谷
）
 

〔
一
般
寄
附
〕
ノ
 

赤
池
町
商
工
会
青
年
部
（
金
三
万
円
）
 

※
細
川
た
か
し
シ
ョ
ウ
収
益
金
の
一
部
 

ー
敬
称
略
ー
 

少
年
非
行
を
 

防
止
し
ょ
う
ノ
 

旦
象
庭
に
対
し
て
 

o
し
つ
け
タ
る
切
に
つ
け
さ
せ
る
と
と
も
 

に
、
社
会
の
き
ま
り
を
教
え
て
お
く
。
 

o
服
装
、
能
崖
、
交
友
関
係
な
ど
を
健
 

全
な
も
の
に
導
く
。
 

o
将
来
へ
の
抱
負
と
希
望
を
も
た
せ
、
 

そ
れ
に
向
か
っ
て
努
力
さ
せ
る
。
 

o
進
学
や
就
職
に
失
敗
し
て
も
、
温
か
 

い
思
い
や
り
で
不
安
や
動
揺
を
取
り
 

除
い
て
や
る
。
 

●
学
校
に
対
し
て
 

o
便
所
、
体
育
館
の
裏
、
ク
ラ
ブ
の
部
 

屋
な
ど
で
ポ
ル
ノ
雑
誌
類
を
読
み
ふ
 

、

 

J

 

は
協
リ
、
あ
る
い
は
シ
ン
ナ
ー
な
ど
乱
 

用
、
喫
煙
を
し
て
い
る
。
 

o
集
団
を
組
み
、
学
校
内
外
を
ね
り
歩
 

い
て
い
る
。
 

o
用
も
な
い
の
に
ス
ー
パ
ー
、
商
店
街
 

な
ど
を
う
ろ
つ
い
て
い
る
。
 

o
教
師
に
こ
と
さ
ら
反
抗
す
る
。
 

●
地
域
住
民
に
対
し
て
 

o
怠
学
少
年
グ
ル
ー
プ
や
家
出
少
年
と
 

思
わ
れ
る
者
が
近
所
を
う
ろ
つ
い
て
 

い
る
。
 

o
木
刀
や
バ
ッ
ト
な
ど
を
所
持
し
た
多
 

数
の
児
童
・
生
徒
が
神
社
の
境
内
や
 

公
園
に
集
ま
っ
て
騒
い
で
い
る
。
 

9
ン
ン
ナ
ー
の
乱
用
、
不
純
異
性
交
遊
 

な
ど
の
少
年
が
い
る
。
 

※
こ
の
よ
う
な
児
童
・
生
徒
を
発
見
し
 

た
と
き
は
、
警
察
署
の
少
年
係
、
派
出
 

所
（
駐
在
所
）
、
補
導
員
、
少
年
相
談
 

セ
ン
タ
ー
な
ど
に
連
絡
な
り
相
談
す
る
 

よ
う
に
し
て
、
非
行
や
事
故
を
事
前
に
 

防
止
し
ま
し
ょ
う
。
 

エンゼルクイズ 

【第22回出題】 

エンゼルは天使のつかいです 

あなたに幸ありますよう 

〔問 題〕 

1、大相撲夏場所の優勝力士はだれ？ 

@）輪島 ⑧北の湖 ＠）若三杉 

2 、水仙はなに科？ 

④ヒガンバナ科 ⑧アヤメ科 ⑥ユリ科 

3 、一方通行の標識はどんな形をしている？ 

④丸 ⑧三角 ⑥長方形 

4、地震の震度は0からいくつまである？ 

④ 6 ⑧7 ⑥8 

5 、小倉一大分一鹿児島を通っている鉄道の 

名は？ 

@）筑豊本線 ⑧日豊本線（C鹿児島本線 

〔応募の要領〕 

正解のABCいずれかの記号を官製ハガキ 

に記入のうえ、6月18日までに赤池町役場総 

務課文書広報ェンゼルクイズ係までお送り下 

さい。なお住所、氏名を明記して下さい。 

抽せんで正解者3名様に記念品を贈ります。 

ン例 問題l B 問題2 B 問題3 C 

【第21回の解答】 

1 ⑧ 2 ⑧ 3 ④ ⑧
 

【hu ⑥
 

d

山 

【正解者】 

今回の応募総数21通のうち、正解者はあり 

ませんでした。 

※今回の主なあやまりは、間2の④工芸⑧能 

@）剣道のところで、正解は④工芸でした。 

曇福謝匡匿湾~ 暖暴i昌舞

〔6月の休館日〕 

5 日、12日、19日、26日 

〔演 芸 日〕 

1 日、 4日、8日、11日 

15日、18日、22日、25日 

29日 

〔福祉バス運行日〕 

4日、11日、18日 

（日 曜 日） 

〔仏教法話会〕 13日肉 

〔映写会〕 16日金の予定 

 ノ 

徴
心
配
ら
い
，
目
談
甘
ふ
 

▽
相
談
日
（
と
き
）
 

毎
月
1
日
・
7
日・ 
17 

日・ 
27 

日
の
 

四
回
 

▽
時
間
 

午
前
 10 

時
ー
午
後
3
時
ま
で
 

な
お
、
土
・
日
・
祭
日
で
も
実
施
 

▽
と
こ
ろ
 

赤
池
町
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
 

▽
問
い
合
わ
せ
 

福
祉
セ
ン
タ
ー
内
「
心
配
ご
と
相
談
 

係
」
ま
で
ど
う
ぞ
ノ
 

⑩
「
四
六
四
六
番
」
 

※
電
話
相
談
の
受
付
け
も
行
っ
て
い
ま
 

す。 
業
 
業
 
W末
 
業
 
業
 
W末
 
業 
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52 

年
分
所
得
税
が
 

還
付
さ
れ
ま
す
 

今
回
、
昭
和
五
十
二
年
分
所
得
税
の
 

特
別
減
税
が
行
わ
れ
、
次
の
金
額
が
還
 

付
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

還
付
さ
れ
る
金
額
は
、
本
人
は
六
千
 

円
、
控
除
対
象
配
偶
者
や
扶
養
親
族
は
 

一
人
に
つ
き
三
千
円
と
し
て
計
算
し
た
 

金
額
で
す
。
た
だ
し
、
昭
和
五
十
二
年
 

分
の
所
得
税
額
の
方
が
少
な
い
と
き
 

は
、
そ
の
税
額
ま
で
と
な
り
ま
す
。
還
 

付
方
法
と
そ
の
手
続
は
次
の
と
お
り
で
 

す。 〈
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
場
合
〉
 

本
年
六
月
一
日
現
在
に
お
い
て
昨
年
 

と
同
じ
会
社
に
勤
務
し
て
い
る
サ
ラ
リ
 

ー
マ
ン
は
、
六
月
ー
七
月
ご
ろ
、
勤
務
 

先
か
ら
還
付
さ
れ
ま
す
。
 

〈
事
業
所
得
者
な
ど
の
場
合
〉
 

事
業
所
得
者
な
ど
確
定
申
告
を
し
て
 

納
税
し
た
人
は
、
六
月
末
ご
ろ
に
税
務
 

署
か
ら
特
別
減
税
に
つ
い
て
の
お
知
ら
 

せ
が
送
付
さ
れ
ま
す
か
ら
、
こ
れ
に
同
 

封
し
て
あ
る
還
付
請
求
書
用
紙
に
所
要
 

の
事
項
を
記
入
し
て
、
税
務
署
に
送
り
 

、
 

返
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
う
し
ま
す
と
、
 

税
務
署
か
ら
還
付
金
の
支
払
通
知
書
が
 

送
ら
れ
て
き
ま
す
か
ら
、
こ
の
支
払
通
 

知
書
に
よ
っ
て
郵
便
局
で
還
付
金
を
受
 

取
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

〈
そ
の
他
の
人
の
場
合
〉
 

今
年
に
な
っ
て
五
月
末
ま
で
に
退
職
 

し
た
人
や
、
昨
年
中
途
で
退
職
し
た
人
 

な
ど
は
、
税
務
署
へ
還
付
請
求
を
し
て
 

く
だ
さ
い
。
こ
の
場
合
、
昭
和
五
十
一
一
 

年
分
の
確
定
申
告
書
を
提
出
し
て
い
な
 

い
人
は
、
期
限
後
の
確
定
申
告
を
し
 

て
、
特
別
減
税
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
 

て
い
ま
す
。
 

く
わ
し
い
こ
と
は
、
税
務
署
へ
お
た
 

ず
ね
く
だ
さ
い
。
 

保
険
料
免
除
の
 

手
続
き
は
お
早
め
に
 

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
 
一
力
月
一
一
 

千
七
百
三
十
円
で
す
が
、
失
業
や
少
収
 

入
な
ど
の
た
め
保
険
料
の
納
付
が
困
難
 

な
方
は
、
申
出
に
よ
っ
て
保
険
料
が
免
 

除
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

七
月
ま
で
に
手
続
き
を
す
れ
ば
、
今
 

年
の
四
月
分
か
ら
向
う
ー
カ
年
間
有
効
 

で
す
。
 

保
険
料
が
免
除
さ
れ
る
と
、
老
齢
年
 

金
は
免
除
を
受
け
た
期
間
だ
け
三
分
の
 

ー
に
減
ら
さ
れ
ま
す
が
、
各
種
の
国
民
 

年
金
は
納
め
た
人
と
同
様
に
受
け
る
権
 

利
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
滞
納
の
ま
ま
に
 

せ
ず
、
必
ず
お
住
ま
い
の
市
町
村
役
場
 

に
お
申
出
く
だ
さ
い
。
 、

ノ

J

 

、

、

？

ノ

 

o
 

な
お
、
保
険
料
を
納
め
ら
れ
る
よ
う
 

に
な
っ
た
ら
、
す
ぐ
納
め
て
く
だ
さ
い
。
 

十
年
以
内
の
分
は
、
旧
料
金
で
さ
か
の
 

ぽ
っ
て
納
め
ら
れ
ま
す
。
 

詳
し
く
は
、
役
場
年
金
係
に
お
尋
ね
 

く
だ
さ
い
。
 

53 

年
度
調
理
師
試
験
 

次
に
よ
り
昭
和
五
十
三
年
度
の
調
理
 

師
試
験
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
 

▽
と
き
 
八
月
三
日
（
木
）
一
時
ー
三
時
 

▽
と
こ
ろ
一
福
岡
市
 
西
南
学
院
大
学
 

一
北
九
州
市
 
北
九
州
大
学
 

▽
受
験
資
格
 
ニ
年
以
上
調
理
業
務
に
 

従
事
し
て
い
る
者
 

▽
試
験
科
目
 
①
衛
生
法
規
 
②
公
衆
 

衛
生
学
 
③
栄
養
学
 
④
食
品
学
 

⑤
食
品
衛
生
学
 

▽
願
書
受
付
 

六
月
十
二
日
ー
六
月
十
七
日
ま
で
 

▽
受
験
手
数
料
 
二
千
円
 

▽
申
込
み
・
間
い
合
わ
せ
 

田
川
保
健
所
 

⑩
〇
九
四
七
四
1
1

）
ー
〇
六
六
六
 

調
理
師
試
験
 

準
備
講
習
会
 

福
岡
県
食
生
活
改
善
協
会
が
主
催
し
 

て
の
昭
和
五
十
三
年
度
調
理
師
試
験
の
 

準
備
講
習
会
が
次
の
と
お
り
行
わ
れ
ま
 

す。 ▽
と
き
 
七
月
三
日
・
四
日
・
五
日
・
 

六
日
の
四
日
間
 

▽
と
こ
ろ
 
田
川
医
師
会
館
 

旅
券
手
数
料
の
改
定
 

昭
和
五
＋
三
年
五
月
一
日
以
降
申
請
 

さ
れ
る
旅
券
の
手
数
料
が
、
次
の
と
お
 

リ
と
な
り
ま
す
。
 

(
）
内
は
旧
手
数
料
で
す
。
 

渡
航
書
の
発
給
 

合
冊
又
は
査
証
欄
の
増
補
 

数
次
往
復
用
旅
券
の
再
発
給
 

一
往
復
用
旅
券
の
再
発
給
 

記
載
事
項
の
訂
正
 

渡
航
先
の
追
加
 

数
次
往
復
用
旅
券
の
発
給
 

一
往
復
用
旅
券
の
発
給
 

（一一寵）円 
（一寵）円 

承
窮
）
円
 

（「一奮）円 

（
醜
）
円
 

（一寵）円 

(

（

」

8
8
8
）
円
 

鍬
器
）
 Fl
 

旅
券
申
請
の
手
数
料
等
詳
細
に
つ
い
 

て
は
、
福
岡
県
総
務
部
渉
外
課
旅
券
係
 

⑩
〇
九
ニ
ー
七
四
一
ー
三
一
二
六
 

ク
通
信
講
座
4

で
 

あ
な
た
も
技
能
士
の
道
を
 

職
業
訓
練
大
学
校
で
は
、
働
き
な
が
 

ら
技
能
の
向
上
を
目
指
し
て
勉
強
さ
れ
 

て
い
る
人
達
の
た
め
に
】
級
及
び
二
級
 

技
能
士
訓
練
課
程
通
信
講
座
の
受
講
者
 

を
次
の
と
お
り
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
 

▽
募
集
職
種
 

o
一
級
技
能
士
 
機
械
加
工
、
仕
上
 

o
ニ
級
技
能
士
 
機
械
、
板
金
、
配
 

管
、
左
官
、
洋
服
、
仕
上
、
機
械
製
 

図
・
検
査
、
時
計
修
理
、
木
型
、
鋳
 

鉄
鋳
物
、
鋳
鋼
鋳
物
、
ブ
ロ
ッ
ク
建
 

夢
秦
土
戸
●
刷
広
告
美
術
、
 

、ノ 

、×、 

建
具
、
と
び
な
ど
二
十
九
職
種
 

▽
受
講
期
間
 

ー
力
年
間
 

▽
受
講
料
 

一
級
技
能
士
（
七
千
円
）
 

ニ
級
技
能
士
（
五
千
円
）
 

▽
申
込
み
受
付
 

い
つ
で
も
受
付
け
可
 

▽
申
込
み
・
間
い
合
わ
せ
 

飯
塚
総
合
高
等
職
業
訓
練
校
 

⑩
〇
九
四
八
ニ
ー
回
ー
四
〇
一
九
 

犬
を
飼
っ
て
い
る
人
に
ク
 

最
近
犬
の
放
し
飼
い
を
し
て
い
る
の
 

を
よ
く
見
か
け
ま
す
。
犬
は
飼
い
主
に
 

と
っ
て
は
従
順
で
可
愛
い
い
動
物
で
す
 

が
、
他
人
に
と
っ
て
は
「
ど
う
猛
」
 
で
 

危
険
な
動
物
で
す
。
よ
く
新
聞
等
で
遊
 

ん
で
い
る
子
供
を
襲
い
、
か
み
殺
し
た
 

と
か
重
傷
を
負
わ
せ
た
な
ど
の
記
事
を
 

見
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
犬
を
 

放
す
場
合
、
ロ
輪
を
は
め
る
な
ど
し
て
 

十
分
注
意
し
て
下
さ
い
。
 

そ
れ
か
ら
犬
を
運
動
の
た
め
散
歩
に
 

連
れ
出
す
場
合
、
か
む
お
そ
れ
の
あ
る
 

犬
に
つ
い
て
も
ロ
輪
を
す
る
こ
と
は
勿
 

論
で
す
が
、
他
人
の
家
の
玄
関
前
、
又
 

道
の
ま
ん
中
で
堂
々
と
ク
ふ
ん
4

を
さ
 

せ
て
知
ら
ん
顔
を
し
て
行
く
人
が
い
ま
 

す。 
こ
れ
も
他
人
」
休
蔵
心
で
あ
り
、
衛
生
上
 

よ
く
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
そ
ん
な
場
所
 

で
“
ふ
ん
4

を
さ
せ
な
い
よ
う
十
分
気
 

を
付
け
て
運
動
を
さ
せ
、
も
し
そ
の
よ
 

う
な
場
合
に
は
飼
い
主
が
衛
生
的
に
ル
 

ふ
ん
〈
の
処
理
を
す
る
よ
う
心
が
け
て
 

下
さ
い
。
 

ー
役
場
衛
生
係
ー
 

J
 


